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IKE 2023 

 

Canadian Therapeutic Recreation Association Developing Standards of 

Practice in Canada 

11 日(水) 06：00 Canadian Therapeutic Recreation Association (CTRA/カナダ) 

Lauren Cripps Dr  

ローレンは会長エレクトであり、Canadian Journal of Recreation Therapy の編集者でもある。専門職

の熱烈な支持者であると同時に、ブルック大学で博士課程を修了。彼女の学術的関心は、メンタルヘル

ス・イニシアチブにおける強みに基づく実践、メンタルヘルス・プログラミングへのエビデンスに基づいたプロセスの

導入、回復志向の実践の促進、メンタルヘルス・プログラムの革新的デザインの探求に及んでいる。ローレン

はまた、治療的レクリエーションにおけるエビデンスに基づいた実践の価値を提唱しています。 

 

Australian Recreational Therapy Association Palliative Care in Recreational 

Therapy: An Australian Perspective 

12 日(木) 06:00 Australian Recreational Therapy Association ①(ARTA/オーストラリ

ア) 

Kate Noble 

オーストラリアにおけるレクリエーション・セラピーとレジャー・レクリエーションの利用は、高齢者ケア産業や

高齢化社会と長い間結びついてきた。過去 50 年の間に、オーストラリアにおけるレクリエーション・セラピ

ーの実践は、緩和ケアを含む多くの環境へと拡大してきた。緩和過程におけるレクリエーション・セラピー

の重要性は、病気と向き合う中で見過ごされたり、影が薄くなったりしがちである。レジャーやレクリエーシ

ョン活動、そしてそれらが私たちの生活で果たす役割を認識することができなければ、人はその人らしさの

本質を失い始めてしまう。このプレゼンテーションでは、オーストラリアにおける緩和レクリエーション・セラピー

の実践範囲に焦点を当て、オーストラリアにおける様々な実践環境に焦点を当て、緩和ケアのプロセス

においてレクリエーション・セラピーがもたらす利点を紹介する。 
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Australian Recreational Therapy Association Mental Health in Australia 

13 日(金) 06：00 Australian Recreational Therapy Association ②(ARTA/オーストラリ

ア) 

Kylie Rice  

2022 年、キャンベルタウン病院の再開発にメンタルヘルスサービスが組み込まれ、メンタルヘルス病床数

が倍増した。これにより、ダイバージョナル・セラピスト（DT）を含む労働力が増加した。この発表では、

再開発の前後における DT のサービス提供、DT の専門的な能力開発、患者の転帰改善への効果に

ついて述べる。カイリー・ライスは 2006 年にウェスタン・シドニー大学を卒業し、健康科学学士号（セラピ

ー・レクリエーション）を取得しました。カイリーは 15 年間青少年のメンタルヘルスに携わった後、今年初

めに高齢者のメンタルヘルスに転向した。カイリーは過去 10 年間 ARTA に関わっており、一般理事、

会長、現在は会計を務めている。 

 

New Zealand Society of Diversional and Recreational Therapy Visual Brain 

Stimulation 

16 日(月) 08：00 New Zealand Society of Diversional and Recreational Therapy 

(NZSDRT/ニュージーランド) 

AJ Aledron 

AJ はサウンド・ケア・グループのダイバージョナル・セラピーとレクリエーション・セラピーのプログラム・リーダー、カ

ウリ・アカデミーのダイバージョナル・セラピーとコミュニティ・ヘルスのサーティフィケート・プログラムのリーダー、ブレ

イン・チャンプ NZ のディレクター兼マスター・コーチ。また、NZSDRT（New Zealand Society of 

Diversional and Recreational Therapist）の会計兼ウェブマスターであり、登録ファイナンシャル・



3 

 

アドバイザーでもある。幼児と新生児の父親であることを誇りに思っている。親友のシークと結婚して 25

年になる AJ は、大切なタマリキ（子供たち）、アローとアックスに恵まれている。アローもまた、陽動療

法とレクリエーション・セラピーのすべてが大好きだ！- ビジュアル・ブレイン・スティミュレーション！あなたの

心のパワーを最大限に引き出すニュージーランドでのビジュアル・ブレイン・スティミュレーションの活用法につ

いてお話します。ブレイン・チャンプ NZ は学習方法に革命を起こします。ビジュアル・ブレイン・スティミュレ

ーション・プログラムは、認知の達人への切符であり、すべては画期的なパワー・メモリー・システムから始ま

ります。ビジュアル・ブレイン・テクニックを使うことで、ストレスのない学習体験を楽しみながら、楽に情報

を記憶し、保持し、思い出す能力を身につけることができます。このプログラムは単なる暗記ではなく、学

ぶ喜びを再発見するものなのです。 

 

National Association of Activity Professionals What’s Really Important? A 

Dissertation Summary 

19 日(木) 02:00 National Association of Activity Professionals （NAAP/アメリカ） 

Hayley Moseley 

モーズリー博士の最近のデルファイ研究では、米国の長期介護活動プログラムの専門家からなる委員

会に、長期介護活動プログラムを評価するための要素を特定し、順位をつけるよう依頼した。彼らは、

保健福祉省の既存の Critical Element Pathway フォームを分析し、不足していると思われる他の要素

を追加した。これらの結果から、モーズリー博士は、調査員、アクティビティ専門家、コンサルタントが長期

ケアにおけるアクティビティ・プログラムを評価するのに役立つチェックリストを作成した。次に、今回の研究

では、長期ケア・アクティビティ・プログラムの専門家に、アクティビティ・プロフェッショナルに必要なリーダーシ
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ップの特徴を尋ねた。柔軟性、コミュニケーション、協調性が、専門家によって特定された最も重要な特

性であった。 

 

American Therapeutic Recreation Association The Surging Success of Private 

Practice in Recreational Therapy Across the USA 

21 日(土) 04:00 Amerikan Therapeutic Recreation Association (ATRA/アメリカ) 

Laura Kelly 

ケリー・ローレはセラピー・レクリエーション・スペシャリストの資格を持ち、ヘルスケアと高齢化産業における

レクリエーション・セラピー・プログラムの開発に 10 年以上の経験を持つ。レクリエーション・セラピーの裾野

を広げ、多様な健康問題や高齢化問題に対する創造的で治療的な解決策を提供するために

Empower RT を設立。50 歳以上の大人たちにエンパワーメントと希望を与えるという、より大きな使命

を果たすことを光栄に思う。レクリエーショナル・セラピストがどのようにヘルスケアのあり方を変え、個人開

業を通してクライアントの人生に大きな影響を与えているかをご覧ください。これらの献身的な専門家が、

全米の臨床と地域社会のニーズをどのように橋渡ししているのか、その傾向、課題、感動的なストーリー

を探ってください。 

 

Practice of “Eating, Sleeping, playing” based on Diversional Therapy at a day 

respite center in Japan  

23 日(月) 10:00 Diversional Therapy Association of Japan (DTAJ/日本) 

Shingo Eguchi 

シンゴは現在、デイ・レスパイト・センターと訪問介護サービスのマネージング・ディレクター。米国ジョージア
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州の大学でソーシャルワークと心理学を専攻。カリフォルニア州バークレーにあるインディペンデンス・フォー・

リビングでインターンを経験し、障害を持つ人たちが生き生きと働き、日々の生活を楽しんでいる姿に深

い感銘を受ける。大規模な介護施設での仕事では、常に 50 人ほどの高齢者と接し、ケアは作業中心

だった。芹澤孝子氏（DTAJ 理事長）と出会い、DT の理念と実践に感銘を受け、DT ワーカー資格

を取得し、楽しさを生かした高齢者との関係づくりに取り組むようになった経緯を話す。2019 年 11 月

に高齢者 15 人程度の小規模デイレスパイトセンターを設立。COVID-19 が大流行する中、2020 年

には訪問介護サービスも開始。COVID-19 パンデミックの中で、毎日楽しいことをすることが一番の感

染予防になると考え、制限のある中で日々のレクリエーションやアクティビティに取り組んでいる。また、高

齢者が地域との関わりを持ち続けられるよう、地域資源を活用し、積極的に出かけている。最愛の妻と

2 人の娘と過ごす時間を大切にしている。妻は DTW でもある。現在、マッサージの資格取得に向けて

勉強中。 

 

National Activity Providers Association Live with Purpose: The Zest Program  

25 日(水) 22:00 National Activity Providers Association （NAPA/アメリカ） 

Asa JohnsonAsa 

エイサ・ジョンソンは、アンカー・ケアホームの全国サービス改善マネージャーで、7 年間勤務した後、2021

年 3 月に入社した。彼は、アンカー社の 120 のケアホームで、ライフスタイルとアクティビティ、認知症ケア、

食事と栄養、ハウスキーピングをサポートするチームを管理し、強化分野を特定し、全国的なイニシアチブ

を展開している。また、サンライズ・シニア・リビング社に 3 年間勤務し、同社の「Live with Purpose
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（目的を持って生きる）」戦略を指揮しました。エイサは、アクティビティとエンゲージメントに対する英国

でのアンカーのアプローチ、特にゼスト・プログラムの組織的展開、プロセス、学んだ教訓について話します。 

 

31 日(火) 07:00 Global Panel (グローバル・パネルディスカッション) 

 CTRA（カナダ）       Glenn Skimming 

 NAPA（イギリス）      Hilary Woodhead 

 ATRA（アメリカ）           Brent Wolfe 

 NAAP（アメリカ）           Colleen Knudson 

 ARTA（オーストラリア）     Renee Smith 

 NZSDRT（ニュージーランド）Orquidea Tamayo 

 DTAJ（日本）        Takako Serizawa 


